
パターン4
13，176，000
1，567，064

26，640，088
13，417，488
40，743，664
20，520，864
56，414，304
28，413，504

パターン3
4，831，200
1，067，196

18，142，332
4，919，732
27，747，096
7，524，296
38，419，056
10，418，256

パターン2
3，864，960
1，009，317

17，158，389
3，935，789
26，242，242
6，019，442
36，335，412
8，334，612

パターン1
0

777，800

13，222，600

20，222，800

28，000，800

負担保険料（40年分）
年金受給額／年

65歳～81歳受給累計額
（パターン1差額）
～90歳受給累計額
（パターン1差額）
～100歳受給累計額
（パターン1差額）

（表）パターン別負担社会保険料と年金受給額比較 単位：円
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人生100年時代における
公的年金と退職金

Ⅰ
�
は
じ
め
に

内
閣
府
「
令
和
5
年
版
高
齢

社
会
白
書
」
に
よ
る
と
、
令
和

4
年
10
月
1
日
時
点
、
我
が
国

に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
3
6
2
4
万
人
で
、
総
人

口
1
億
2
4
9
5
万
人
に
占
め

る
割
合
は
29
・
0
％
と
な
り
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。「
令
和

4
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と

男
性
の
平
均
寿
命
は
81
・
05

年
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
87
・

09
年
で
あ
り
、「
人
生
1
0
0

年
時
代
」
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
。
老
後
の
生
活
の
糧
と

い
わ
れ
る
公
的
年
金
と
退
職
金

の
制
度
と
課
税
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

Ⅱ
�
公
的
年
金
制
度
と
課
税
の
問
題
点

一
般
に
、
公
的
年
金
制
度
は

「
国
民
皆
年
金
」「
社
会
保
険

方
式
」「
世
代
間
扶
養
」
と
3

つ
の
土
台
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
我
が

国
の
年
金
制
度
に
は
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人
が
加
入
す
る

1
階
部
分
の
「
国
民
年
金
」、

会
社
員
や
公
務
員
が
加
入
し
て

い
る
2
階
部
分
の
「
厚
生
年

金
」、
任
意
で
加
入
す
る
3
階

部
分
の
「
私
的
年
金
」
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、「
国
民
年
金
」

及
び
「
厚
生
年
金
」
の
1
、2

階
部
分
が
い
わ
ゆ
る
公
的
年
金

制
度
で
あ
る
。

年
金
に
は
、
保
険
料
や
掛
金

を
支
払
う
「
拠
出
」、
拠
出
さ

れ
た
保
険
料
を
原
資
と
し
た
積

立
金
を
運
用
す
る
「
運
用
」、

老
後
な
ど
に
お
い
て
実
際
に
年

金
の
受
給
を
す
る
「
給
付
」
の

3
段
階
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
各

段
階
に
応
じ
た
年
金
税
制
は
、

「
Ｅ
」
は
Ｅ
ｘ
ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
（
非

課
税
）、「
Ｔ
」
は
Ｔ
ａ
ｘ
（
課

税
）
を
意
味
す
る
「
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」

型
の
課
税
関
係
を
と
っ
て
い

る
。
し
か
し
給
付
時
も
公
的
年

金
等
控
除
に
よ
り
一
部
し
か
課

税
さ
れ
な
い
た
め
、
一
部
課
税

を
「
ｔ
」
と
表
し
、
実
態
は
「
Ｅ

Ｅ
ｔ
」
型
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

1
�
年
金
受
給
額
の
実
態

国
民
年
金
の
受
給
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
月
数
に
比
例
し

て
お
り
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
納
め
る
と
、
満
額
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
令

和
5
年
度
で
は
79
万
5
0
0
0

円
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
厚
生

年
金
は
、
加
入
時
期
や
加
給
年

金
、
長
期
加
入
者
の
特
例
の
有

無
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
給

与
や
賞
与
が
多
い
ほ
ど
、
負
担

す
る
保
険
料
も
多
く
な
り
、
受

給
額
も
多
く
な
る
。

2
�
年
金
繰
下
げ
受
給
の
検
討

年
金
の
受
取
は
原
則
65
歳
か

ら
だ
が
、
75
歳
ま
で
の
繰
下
げ

受
給
が
で
き
る
。
65
歳
か
ら
70

歳
ま
で
に
受
け
取
る
年
金
額
を

1
0
0
×
5
と
し
、
70
歳
繰
下

げ
で
増
額
さ
れ
る
42
で
割
る
と

11
・
9
年
と
な
り
、
81
歳
11
ヶ

月
で
受
給
額
が
ほ
ぼ
等
し
く
な

り
、
年
金
繰
下
げ
の
効
果
が
現

れ
る
（
75
歳
繰
下
げ
受
給
で

は
、
86
歳
11
ヶ
月
）。し
か
し
、

現
実
に
は
、
年
金
受
給
額
に
応

じ
て
公
的
年
金
等
控
除
や
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の

負
担
額
、
所
得
税
・
住
民
税
も

異
な
る
こ
と
に
加
え
、
健
康
状

態
や
、
単
身
な
の
か
、
夫
婦
な

の
か
ま
た
夫
婦
間
に
年
齢
差
が

あ
る
の
か
、
何
歳
ま
で
働
く
の

か
等
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件

に
よ
り
異
な
る
た
め
年
金
繰
下

げ
の
判
断
は
難
し
い
。

3
�
短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年

金
加
入
検
討

配
偶
者
が
会
社
員
の
場
合
、

収
入
が
一
定
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
な
く
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
、
短

時
間
労
働
者
の
被
用
者
保
険
の

適
用
が
拡
大
さ
れ
た
。「
第
3

号
被
保
険
者
」「
短
時
間
労
働

で
被
用
者
保
険
適
用
」「
所
定

労
働
時
間
延
長
」「
正
社
員
」

の
4
パ
タ
ー
ン
で
20
年
間
の
社

会
保
険
料
負
担
額
と
年
金
受
給

額
を
試
算
し
た
。（
令
和
4
年

度
基
準
）

パ
タ
ー
ン
1
：
第
3
号
被
保
険

者パ
タ
ー
ン
2
：
短
時
間
労
働
の

ま
ま
で
被
用
者
保
険
適
用
を
受

け
報
酬
月
額
8
万
8
0
0
0
円

パ
タ
ー
ン
3
：
手
取
収
入
が
増

え
る
よ
う
所
定
労
働
時
間
を
延

長
し
報
酬
月
額
11
万
円

パ
タ
ー
ン
4
：
正
社
員
と
し
て

報
酬
月
額
30
万
円

所
得
税
や
住
民
税
負
担
に
つ

い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
が
、

負
担
す
る
社
会
保
険
料
は
81
歳

ま
で
の
年
金
受
給
累
計
額
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
。

4
�
年
金
課
税
の
問
題
点

年
金
課
税
に
つ
い
て
は
、
拠

出
時
の
所
得
控
除
で
あ
る
社
会

保
険
料
控
除
の
上
限
を
設
定
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
社
会
保
険
料
で
あ
る
国

民
健
康
保
険
料
や
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
は
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
厚
生
年
金

保
険
料
な
ど
は
強
制
的
に
徴
収

さ
れ
る
こ
と
等
を
鑑
み
る
と
拠

出
時
の
課
税
は
難
し
い
。
給
付

時
の
「
ｔ
」
を
「
Ｔ
」
に
近
づ

け
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
な
る

公
的
年
金
等
控
除
額
の
引
き
下

げ
や
、
老
齢
基
礎
年
金
部
分
の

み
非
課
税
と
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
で

あ
る
企
業
年
金
に
つ
い
て
は
、

老
後
の
資
産
形
成
を
担
う
点
で

共
通
し
て
は
い
る
も
の
の
、
公

的
年
金
で
あ
る
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
は
賦
課
方
式
で
あ
る
の

に
対
し
、
確
定
給
付
企
業
年
金

や
確
定
拠
出
年
金
な
ど
の
企
業

年
金
は
積
立
方
式
で
あ
り
、
制

度
の
性
質
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
公
的
年
金
と
企
業
年
金

は
切
り
分
け
、
両
者
の
課
税
の

在
り
方
は
別
々
に
再
構
築
す
べ

き
で
あ
る
。

遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
受

給
者
の
中
に
は
富
裕
層
も
少
な

か
ら
ず
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
一
律
非
課
税
と
す
る
こ
と

に
は
疑
問
が
あ
る
。
令
和
4
年

度
税
制
改
正
で
、
10
億
円
以
上

の
財
産
所
有
者
に
つ
い
て
は
、

所
得
要
件
な
く
財
産
債
務
調
書

の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
有
価
証
券
等
保

有
者
の
補
足
が
あ
る
程
度
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
非
課

税
と
な
ら
な
い
基
準
を
定
め
る

こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

第
3
号
被
保
険
者
の
最
大
の

問
題
点
は
、
被
保
険
者
で
あ
り

な
が
ら
保
険
料
負
担
な
く
年
金

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
第
3
号
被
保
険
者
の
問

題
は
配
偶
者
控
除
と
と
も
に
、

女
性
の
就
労
の
進
展
等
、
経
済

社
会
情
勢
の
多
様
な
変
化
の
中

で
、
様
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
選
択
す
る
女
性
の
間
で
給
付

と
負
担
の
関
係
及
び
税
負
担
が

公
平
と
な
っ
て
い
な
い
。
女
性

の
社
会
進
出
や
活
躍
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
働
き
方
の
選
択

に
中
立
的
な
税
制
の
構
築
の
た

め
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止
又
は

段
階
的
縮
小
、
そ
れ
に
伴
う
基

礎
控
除
の
引
上
げ
を
提
案
す

る
。

Ⅲ
�
退
職
金
制
度
と
課
税
の
問
題
点

1
�
退
職
金
の
支
給
実
態

退
職
一
時
金
や
退
職
年
金
と

い
っ
た
退
職
金
制
度
の
あ
る
企

業
の
割
合
は
、
平
成
30
年
に
お

け
る
厚
生
労
働
省
の
就
労
条
件

総
合
調
査
に
よ
る
と
、
80
・
5

％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
、
一
時
金
と
退
職
年
金
制
度

の
併
用
18
・
1
％
、
退
職
一
時

金
制
度
の
み
は
73
・
3
％
、
退

職
年
金
制
度
の
み
は
8
・
6
％

と
な
っ
て
い
る
。
企
業
の
従
業

員
規
模
で
み
る
と
、
従
業
員
1

0
0
0
人
以
上
の
企
業
で
は
、

退
職
金
制
度
の
あ
る
企
業
割
合

は
92
・
3
％
だ
が
、
従
業
員
が

99
人
以
下
の
企
業
で
は
77
・
6

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
注
1
）。

退
職
金
の
平
均
支
給
額
は
、
5

年
ご
と
の
就
労
条
件
総
合
調
査

に
よ
る
と
、
過
去
10
年
を
み
て

も
退
職
金
の
平
均
支
給
額
が
右

肩
下
が
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

2
�
退
職
所
得
課
税

所
得
税
法
30
条
1
項
に
お
い

て
、「
退
職
所
得
と
は
、
退
職

手
当
、
一
時
恩
給
そ
の
他
の
退

職
に
よ
り
一
時
に
受
け
る
給
与

及
び
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る

給
与
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
退
職
手
当
等
」
と
い
う
）
に

係
る
所
得
を
い
う
。」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
退
職
金
は
一
時

に
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
、
老
後

の
生
活
の
糧
で
あ
り
担
税
力
が

低
い
こ
と
等
に
鑑
み
、
退
職
所

得
控
除
・
2
分
の
1
課
税
・
分

離
課
税
と
い
っ
た
優
遇
措
置
が

と
ら
れ
て
い
る
。
一
時
金
で
は

な
く
年
金
と
し
て
毎
年
受
取
る

場
合
に
は
、
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象
と
な
る
雑
所
得
と
し
て

総
合
課
税
さ
れ
る
。
ま
た
、
私

的
年
金
と
し
て
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場

合
、
勤
務
先
か
ら
の
退
職
金
と

確
定
拠
出
年
金
の
老
齢
給
付
一

時
金
を
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
受
取

る
か
で
も
退
職
所
得
控
除
額
の

計
算
が
異
な
る
。

3
�
退
職
金
課
税
の
問
題
点

退
職
金
は
、
受
給
に
際
し
退

職
者
が
一
時
金
（
退
職
金
）
と

年
金
と
を
選
択
で
き
る
も
の
が

多
い
。
退
職
金
課
税
の
問
題

は
、
退
職
金
を
一
時
金
と
し
て

受
取
る
場
合
と
年
金
と
し
て
受

取
る
場
合
と
で
課
税
方
法
及
び

税
負
担
が
異
な
り
、
課
税
の
中

立
性
・
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に

あ
る
。
私
的
年
金
と
し
て
加
入

し
て
い
る
個
人
型
確
定
拠
出
年

金
を
一
時
金
で
受
取
る
場
合

に
、
勤
務
先
よ
り
受
取
る
退
職

金
と
の
受
取
時
期
に
よ
り
退
職

所
得
控
除
額
が
異
な
る
こ
と
も

問
題
で
あ
る
。
一
時
金
払
い
か

年
金
払
い
、
一
時
金
と
私
的
年

金
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
一
時

金
の
受
取
時
期
に
よ
る
課
税
上

の
有
利
・
不
利
が
生
じ
な
い
よ

う
、
生
涯
を
通
じ
て
納
税
額
が

で
き
る
だ
け
公
平
に
な
る
よ
う

な
中
立
的
な
税
制
が
望
ま
し

い
。

Ⅳ
�
お
わ
り
に

日
本
老
年
学
会
・
日
本
老
年

医
学
会
の
「
高
齢
者
に
関
す
る

定
義
検
討
」
に
よ
れ
ば
、
10
〜

20
年
前
に
比
べ
て
現
行
の
高
齢

者
は
身
体
機
能
が
5
〜
10
年
若

返
っ
て
お
り
、
65
歳
〜
74
歳
の

高
齢
者
に
お
い
て
は
大
多
数
の

人
が
心
身
の
健
康
が
保
た
れ
て

お
り
活
発
な
社
会
活
動
が
可
能

と
し
て
い
る（
注
2
）。
高
齢
期

の
人
々
が
就
労
し
や
す
い
環
境

の
整
備
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
働
け
る
う

ち
は
働
き
、
死
亡
時
ま
で
年
金

給
付
が
保
障
さ
れ
て
い
る
公
的

年
金
の
受
給
を
繰
下
げ
、
リ
タ

イ
ア
後
に
増
額
し
た
受
給
額
を

受
け
取
る
こ
と
は
長
寿
へ
の
備

え
と
な
り
、
人
生
1
0
0
年
時

代
に
お
け
る
公
的
年
金
の
活
用

方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
も
考
え

る
。
損
得
で
は
な
く
長
生
き
し

た
と
き
の
安
心
感
を
優
先
さ
せ

る
と
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
注
1
）「
平
成
30
年
就
労
条
件
総

合
調
査
の
概
況
」

14
頁

厚
生

労
働
省

（
注
2
）
高
齢
者
の
定
義
と
区
分

に
関
る
、
日
本
老
年
学
会
・
日
本

老
年
医
学
会

高
齢
者
に
関
す
る

定
義
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
提
言
（
2
0
1
7
・
1
・

5
）

片山 緑〔四谷〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
5
年
6
月
月
次
研
究
会
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